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北九州市技術監理局

検査課

（３）【検査員】中間検査の追加
・中間検査（出来形検査、一部完成検査）の評定結果を、完成検査時の評定結果に
反映できるようにする。

（３）【工事担当係⻑】法令遵守の厳格化

・「法令遵守等」において、発注者として法令遵守に対して厳格に対応するため、
事故や公衆災害等での減点において、契約制度課が行う措置内容（指名停止や口頭
注意）に対応した減点を行う。

１ 工事成績採点表（様式１）、細目別評定点採点表（様式２）

（１）【全体】評点配分の見直し
・国に準拠しバラツキの少ない考査項目の配点を減じ、バラツキ
の大きい考査項目の配点を増やす（国と同じ配分にする）

（２）【工事担当係⻑】評価項目の削除
・「出来ばえ」の項目を削除する。
・「高度技術」を見直し「工事特性」に変更する。

特異な技術といった観点から施工困難等の工事特性への対応を評価する観点に
評価対象項目の記述を見直し、評定者を監督員から工事担当係⻑へ変更する。

２ 考査項目別運用表

（２）【監督員、検査員】評定方法の変更
・一部の評価決定方法を現行の該当数から、①「対象」数に対する

②「該当」数の割合で決定する方式に変更する。（右図参照）

① ②

Ⅰ 目 的

国土交通省を中心に進められている工事成績評定の標準化に対応するため、
北九州市請負工事成績評定要領を改定し、同要領第５条に規定する様式を
見直すもの。

Ⅱ 主な改定内容

Ⅲ 改定年月日・適用工事
（１）改定年月日 令和6年4月1日
（２）適用工事 改定日（令和6年4月1日）以降に契約した工事

（１）【全体】評定対象項目の変更
・評定対象項目を国に準拠し、より具体的な内容に変更する。


